
1．は じ めに

我が 国の 交通 事故 発 生状況は 、こ こ 数 年 減少傾向を示
し て い る１）。高齢者の 交通 事故 死 者数 お よび 負傷者数 も
同じ く 減少し て き た もの の 、全 年 齢に 占 めるそ の 割 合は
平 成 15 年 の 10.8％か ら平 成20 年 の 13.3％と 高く な っ て
き た 。さ らに 、全 年 齢に 占 める高齢者死 傷者数 の 割 合を
被害程度別 に み ると 、平 成20 年 で は 軽傷者は 12.0％で あ
るの に 対し て 、重傷者は 30.0％、死 者で は 半 数 近い 48.5％
と な っ て お り、被害程度が 深刻 に な るほ ど 高齢者の 構成
率が 高く な っ て い る。こ の よう に 、高齢者の 交通 安全 は 、
将来 の こ と を含 め、非常 に 懸念さ れて お り、地 方都市に
お い て は 、特 に 深刻 な 事態 に な っ て い る。
地 方都市の 1つ で あ る徳島県に お け る高齢者の 死 亡者

の 構成率は 、平 成 20 年 に お い て 59.5％で あ り、全 国
（48.5％）より11 ポイントも高い 。交通 事故 の 発 生を抑
制 す るた めに 、高齢者が より高い 交通 安全 意識を持ち 、
安全 な 行動をと るこ と が 求 められて い る。
本 研究 は 、平 成 9年 か ら徳島県で 実施し て い る交通 死

亡事故 現地 調査の データを用 い 、事故 発 生メカニズムを
解析し 、高齢者の 交通 安全 行動の 診 断を行い 、そ の 行動
の 改 善方法を提案 す るこ と を目的と す る。

2．既存 研究

こ れま で 交通 事故 の 原因を考察す る研究 ２）や事故 減少
へ の 取り組 み 方の 提案 ３）４）、ま た 高齢ドライバーに 対す
る教 育プログラムの 開発 に 関す る研究 ５）な ど が 盛んに 行
われて い る。ま た 、乗 員安全 保護装置 着 用 率向上の 効果
お よび 車両 の 速 度減少に よる効果を定量的に 示 す 研究 ６）、
評価が 難し い と 思われる交通 安全 講 習の 効果に つ い て の
試み ７）も見られる。香山 ら７）は 、高齢者を対象と し て 、
交通 安全 行動の 変化と 強 く 連 動し て い るの は 意識の 変化
で あ るこ と を述べ て い る。し た が っ て 、交通 事故 を防 止
す るた めに は 交通 安全 意識の 高揚が 非常 に 有意義で あ る
と 説明し て い る。交通 安全 意識を高揚さ せ るた めに は 、
交通 安全 教 育は もち ろん1つ の 方法で あ るが 、こ れは「与
え る」教 育で あ ると い う 指摘 ８）もあ る。ま た 、NAKANO
ら９）が 指摘 し て い るよう に 、高齢者に よる交通 事故 は 運

転能力、身体 能力の 低 下に よるもの で あ りな が ら、高齢
者自身が そ れを十 分に 認識し て お らず 、自分自身は 安全
な 行動を取っ て い ると 自分の 交通 安全 行動を過大 に 評価
す るこ と が あ る。ゆえ に 、高齢者が 自ら積 極 的に 交通 安
全 教 育を受け て く れるた めに 、真の 市民参加型の 交通 安
全 教 育お よび 高齢者の 交通 行動の 特 徴を考え た 上で の 指
導が 望ま れる。し か し 、筆 者の 管見に よると 、こ の よう
な 提案 は ま だ 多く 見か け られず 、そ の 1つ の 試み と し て
ヒヤリ地 図づ く りの 提案 が み られる１０）程度で あ る。

3．高齢者の 交通 死 亡事故 現地 調査
3.1 調査概要

徳島県交通 安全 対策 協 議会交通 事故 防 止 対策 部会（以
下、交通 事故 防 止 対策 部会と い う ）は 、交通 事故 の 減少
を目的と し 、平 成 9年 か ら毎年 「交通 事故 現地 調査」を
実施し て い る。本 研究 で 使 用 す るデータは 、平 成 9年 ～
20 年 の 間に 生じ た 高齢者が 関与す る交通 死 亡事故 の う
ち 、現地 調査を行っ た 91地 点の 事故 データと す る。な お 、
調査地 点の 選定は 、交通 事故 防 止 対策 部会が ランダムに
行っ た もの で あ る。事故 解析に お い て は 、対象事故 に 関
す る交通 事故 統 計 調査データも用 い た 。調査対象と し た
事故 が 生じ た 地 点数 は 91地 点で あ るが 、そ の 中 に 第 一当
事者と 第 二当 事者が 共 に 高齢者で あ っ た 事故 が 5件含 ま
れて い るた め、高齢者が 第 一当 事者で あ っ た 事故 と 第 二
当 事者で あ っ た 事故 の 延べ 件数 は 96件に な っ た 。

3.2 分析方法

分析は 、ま ず 高齢者の 利 用 交通 手 段別 の 事故 件数 お よ
び そ の 構成率か ら特 徴を考察す る。ま た 、交通 安全 行動
は 「認知」、「判 断」、お よび 「措置 」の 繰 り返し の 過程と
し て 行われて お り、こ れらの 段階に お い て 、ミスや遅れ
が 生じ た 場 合に 交通 事故 に つ な が ると 言 われて い る。し
た が っ て 、本 研究 で も、「認知」、「判 断」、お よび 「措置 」
の 段階に 分け て 、事故 の 構成を分析す る。さ らに 、ルー
ル関連 事項 、心理的関連 事項 、行動的関連 事項 か らも、
事故 要因を考察し 、高齢者の 特 性 と 交通 行動特 徴を見出
す 。最後に 高齢者の 交通 事故 特 徴と 行動特 徴に 基づ い て 、
交通 安全 対策 と 行動の 改 善策 を提案 す る。

3.3 当 事者の 利 用 交通 手 段別 事故 件数

死 亡交通 事故 に お け る高齢者の 関与状況別 件数 を表－
1 に ま と めた 。表－1 か ら以下の 特 徴が 見られる。
・高齢者が 歩 行者の 場 合の 事故 は 多い 。
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対自動車 3件（3.1%）
対バイク 0件（ － ）
対自転車 2件（2.1%）
対歩 行者 3件（3.1%）
相手 無 し 9件（9.4%）
対自動車 0件（ － ）

対バイク 0件（ － ）
対自転車 0件（ － ）
対歩 行者 0件（ － ）
対自動車 4件（4.2%）
対バイク 0件（ － ）

対自転車 0件（ － ）
対歩 行者 0件（ － ）
相手 無 し 3件（3.1%）
対自動車 5件（5.2%）
対バイク 0件（ － ）
対自転車 0件（ － ）

対歩 行者 0件（ － ）
対自動車 10件（ 10.4%）
対バイク 1件（1.0%）
相手 無 し 1件（1.0%）
対自動車 15件（ 15.6%）

対バイク 0件（ － ）
対自動車 3件（3.1%）
対バイク 0件（ － ）
対自動車 35件（ 36.5%）
対バイク 2件（2.1%）

                                             合 計  ： 96件
（100%）

高齢者が
歩  行 者

高齢者が
第  一 当

3件（3.1%） 40件
（41.7%）

高齢者が
第  二 当

37件
（38.5%）

高齢者が
自 転 車

高齢者が
第  一 当

12件
（12.5%）

27件
（28.1%）

高齢者が
第  二 当

15件
（15.6%）

高齢者が
バ イ ク

高齢者が
第  一 当

7件（7.3%） 12件
（12.5%）

高齢者が
第  二 当

5件（5.2%）

事故 に お け る高齢者の 関与状況 件 数 （%）
高齢者が
自 動 車

高齢者が
第  一 当

17件
（17.7%）

17件
（17.7%）

高齢者が
第  二 当

0件（ － ）

・高齢者が 自動車運転す る際に 加害者と な り、歩 行や自
転車利 用 中 に 被害者に な るケースが 多い 。

・高齢者が 自動車利 用 時 に は 、相手 が い な い 場 合の 事故
が 特 徴的な 形 態 と な っ て い る。

3.4 交通 安全 行動の 段階別 事故 件数

高齢者の 事故 発 生段階を解明す るた めに 、高齢者の 関
与状況別 に 、「認知」、「判 断」お よび 「措置 」に お け るミ
スあ るい は 遅れの 件数 を表－2 に 示 し た 。表－2 に よる
と 、「認知」と「判 断」の 段階の ミスや遅れで 発 生し て い
る場 合が 多く な っ て い る。ま た 、認知不足で の 事故 が 比
較 的に 多い の は 高齢者が 自転車利 用 の 場 合で 、そ の 次 は
歩 行者で あ る。高齢者が 歩 行者の 場 合、判 断誤りに よる
事故 は 65%もあ る。高齢者が 自動車利 用 やバイク利 用 の
場 合は 措置 の ミスが 多く 見られた 。

4. 高齢者の 交通 安全 行動の 観点別 交通 死 亡事故 の 要因
お よび 高齢者交通 行動の 特 徴

4.1 高齢者の 交通 安全 行動の 観点別 交通 死 亡事故 の 要因

表－3に は 事故 を起こ し た 高齢者に 関わる要因をルー
ル関連 事項 、心理的関連 事項 、お よび 行動的関連 事項 に
分け た 列挙し た 。要因と し て 記 載 し た 項 目の 末 尾 の（ ）
に 示 さ れた 数 字 は 、そ の 項 目が 現れた 回数 を意味 す る。
表－3か ら次 の よう な こ と が 特 徴と し て 読み 取れる。
ま ず 、ルール関連 の 事故 要因をみ ると 、高齢者が 自動車
運転の 場 合で は 、車間距離を十 分に と っ て い な か っ た こ
と や制 限速 度を超え た 速 度で 走っ た こ と 、脇 見運転と シ
ートベルトの 非着 用 が あ げ られる。高齢者が バイクの 場
合で は 、ヘルメットの 適正 な 利 用 が で き て い な い こ と や
無 免 許 運転の 他、一時 停 止 の 義務違反が あ げ られて い る。
高齢者が 自転車の 場 合で は 、交差点進 入 時 の 一時 停 止 不

表－3高齢者が 利 用 手 段別 の 事故 の 高齢者に 関わる要因

履 行が 、第 一当 事者の 場 合と 第 二当 事者の 場 合と もに 圧
倒的に 多い 。そ の 他で は 、自転車の 無 灯 火 、飲酒運転な
ど もあ る。高齢者が 歩 行者の 場 合で は 、近く に あ るに も
か か わらず 横 断歩 道が 適正 に 利 用 さ れて い な い 、横 断禁
止 場 所 で 横 断をし て い ると い う 点が あ げ られて い る。

表－1 高齢者の 死 亡事故 に お け る高齢者の 関与状況別 件数

表－2 高齢者の 関与状況別 ミスあ るい は 遅れの 件数

状況の 認知 回避 行動等 の
判 断

行動に 対す る
措置

 高齢者が 自動車利 用 の 場 合 10件（59％） 1件（ 6％） 6件（35％） 17件（100％）
 高齢者が バイク利 用 の 場 合 5件（42％） 3件（25％） 4件（33％） 12件（100％）

 高齢者が 自転車利 用 の 場 合 17件（63％） 7件（26％） 3件（11％） 27件（100％）
 高齢者が 歩 行者の 場 合 12件（30％） 26件（65％） 2件（ 5％） 40件（100％）

 合 計 44件（46％） 37件（38％） 15件（16％） 96件（100％）

高齢者に 関わるミスあ るい は 遅れの 件数事故 に お け る高齢者の 関与
状況  事故 の 合計

高齢者利 用 手 段 高齢当 事者 ルール関連 事項 心理的関連 事項 行動的関連 事項
・第 一当 が 車間距離を十 分に と っ て い な ・自宅近く の 通 りな れた 道路で 油断し た （2） ・衝突前 の 回避 行動が と られて い な い （9）
か っ た ・直線道路で 油断し た （2） ・運転に 集中 し て い な い  （4）
・制 限速 度60ｋ ｍ /時 の 道路を90ｋ ｍ /時 ・居 眠 り運転、脇 見運転あ るい は 急 性 疾患の 可能性 あ り（8）

で 走行 ・助手 席 上の 弁当 箱が 落 ち た の を拾お う と し て 脇 見をし た
・脇 見運転（2） ・下りの カーブに お け るハンドル操作 の 誤り
・シートベルトの 非着 用 ・運転中 の 突然 疾患に よる運転操作 の 誤り
・一時 停 止 不履 行 ・ハンドル操作 の 誤り
・直進 車（第 二当 ）に 対す る第 一当 の 妨害 ・右か らの 自動車が と ぎ れた た め進 入 可能と 思っ た ・十 分な 安全 確認を行わず に 交差点に 進 入 し た （2）
・一時 停 止 の 標識が あ るの に も関わらず ・い つ もは 閑散 と し て い る場 所 な の で 注意を怠 っ た ・自動車が 来 る前 に 右折で き ると 思っ た
一時 停 止 をし て い な い （2） ・通 りな れた 道路で あ るた め油断し た （2） ・運転技 術が 低 い （2）
・無 免 許 運転で 、し か もヘルメット非着 用 ・目的地 に 急 い だ

・安全 を確認せ ず に 横 断し た （2） ・目的地 が 目前 に あ っ た た め到 着 を急 い だ ・衝突前 の 回避 行動が と れて い な い
・ヘルメットの 顎ひ もをし っ か りと 締め ・バイクの 停 止 位 置 が 道路上に は み 出し て い た
て い な い ・停 車中 の 自動車の 間の す り抜け
・交差点進 入 時 の 一時 停 止 不履 行（9） ・自宅近く の 通 りな れた 道路で 油断し た （2） ・十 分な 安全 確認を行わず に 交差点に 進 入 （7）
・急 な 進 路変更、車道へ の 飛び 出し ・通 りな れた 道で あ り、帰 宅を急 い で い た ・車道に 自動車が 走っ て い るこ と を認識し て い な い
・自転車の 無 灯 火 ・い つ もは 閑散 と し て い る道路で あ るた め注意 ・自動車が 接近す る前 に 横 断で き ると 思っ た
・近く に あ る横 断歩 道の 非利 用 を怠 る ・飲酒に よる運転能力の 低 下
・自転車利 用 者の 飲酒運転

・交差点進 入 時 の 一時 停 止 不履 行（5） ・前 方を走っ て い た 同伴 者に 追い つ こ う と 急 い で ・十 分な 安全 確認を行わず に 交差点に 進 入 （3）
・近く に あ る横 断歩 道の 非利 用 （3） い た ・自動車の 接近前 に 横 断で き ると 思っ た （6）

・交差点へ の 飛び 出し
・安全 を十 分に 確認し な い ま ま 横 断（5）
・衝突直前 の 回避 が で き な か っ た

・横 断禁止 場 所 で の 横 断 ・自宅近く で 近道をし た 横 断で あ っ た ・十 分な 安全 確認を行わず に 国道を横 断
・第 一当 の 信号無 視 ・渋滞で 停 止 中 の 自動車が 発 進 し な い と 予想し て ・信号を確認せ ず 、し か も自動車の 通 行も十 分確認し て い な い
・近く に あ る横 断歩 道の 非利 用 横 断を開始した ・第 一当 の 渋滞車両 直前 の 横 断

・横 断禁止 場 所 で の 横 断（3） ・自宅へ の 帰 りを急 い で い た （3） ・自動車の 接近前 に 横 断で き ると 思っ た （18）
・近く に あ る横 断歩 道の 非利 用 （2） ・近道に な るの で 事故 地 点を横 断し た （2） ・十 分な 安全 確認を行わず に 横 断をし た （13）
・道路上で 横 た わっ て い た ・直前 に 横 断し た 人に 続い て 横 断を行う ・飲酒に よる健 康状態 の 不良と 判 断力の 低 下
・第 二当 は 横 断歩 道を渡 っ て い た が 、 ・ 横 断歩 道上な の で 、自動車は 止 ま っ て く れる ・赤信号を無 視し た 横 断
歩 行者用 信号は 赤（2） と 思っ た ・左方向行き の 自動車が と ぎ れた の で 横 断を開始し た

・早朝で 、暗か っ た た め、自動車の こ と が 頭 に ・渋滞停 止 中 の 自動車の 隙間か ら横 断し た
な か っ た ・無 意識に 交差点に 進 入

・交通 量が 多く 、し か も4車線の 道路を横 断し よう と し た

・十 分な 事故 回避 行動が と れな か っ た
・歩 行中 、後方を十 分確認せ ず に 、道路に は み 出し た

第 一当 (7件)

第 二当 (5件)

第 二当 (15件)

第 二当 (37件)

第 一当 (17件)自動車(17件)

バイク(12件)

自転車(27件)

歩 行者(40件)

第 一当 (12件)

第 一当 (3件)



歩 行者

・道路を横 断す るときに 、必ず 一度止 ま っ て 右、左の 安全 を
確か め、車が あ る場 合は 止 ま っ た の を確認して か ら渡 る。
・歩 行中 の 車、駐停 車中 の 車の 直前、直後は 横 断しな い。
・横 断歩 道、横 断歩 道橋 等 の 安全 施設 を利 用 す る。
・信号を正 しく守る

自転車利 用 者

・右折、転回、横 断す るとき は 、手 で 確実に 合図をし、後方
の 安全 を確か める。
・車の す ぐ 前や、す ぐ後ろか らの 右折、横 断は 絶 対やめる。
・一時 停 止 標識の あ る場 所 や見通 しの 悪い 交差点で は 必ず
一時 停 止 し、左右の 安全 を確か める
・踏 切で は 、必ず 一時 停 止 をして 安全 を確か める。

バイク運転者
・ヘルメットを必ず 着 用 す る
・安全 を確認して か ら横 断する

自動車運転者
・車間距離を十 分に 取る。速 度を抑え る。
・シートベルトを必ず 着 用 す る。
・身体 状態 を確認して か ら運転す る。

次 に 、心理的関連 事項 の 事項 要因をみ ると 、自宅近く
の 通 りな れた 道路で の 油断や直線道路で の 油断、慣 れや
焦 りが 事故 の 要因と し て 指摘 さ れて い る。最後に 、行動
的関連 の 事故 要因をみ ると 、高齢者が 自動車の 場 合で は 、
行動的関連 事項 の 数 が 多く 、中 で も衝突前 の 回避 行動が
取られて い な い 場 合や運転に 集中 し て い な い 場 合が 目立
っ て い る。具 体 的な 内容に 関し て は 、居 眠 り運転や脇 見
運転、急 性 疾患の 可能性 に よるミスが あ げ られて い る。
高齢者が バイクの 場 合で は 、安全 確認が 不十 分な ま ま 交
差点に 進 入 し た こ と や回避 行動が 取れて い な い こ と に 加
え 、運転技 術が 低 い こ と も要因と な っ て い る。高齢者が
自転車の 場 合で は 、運転技 術問 題を除い て バイク運転の
場 合と ほ と んど 同じ 要因を占 めて い る。高齢者が 歩 行者
の 場 合で は 、自動車運転の 場 合と 同じ よう に 行動的関連
事項 に 多く の 要因が あ げ られて い る。そ の 中 で も、自動
車の 接近前 に 横 断で き ると 思っ た と い う 要因と 十 分な 安
全 確認を行わず に 横 断をし た と い う 要因が 多く な っ て い
る。ま た 、無 意識の う ち の 行動や飲酒をし て の 行動な ど 、
非常 に 危 険な 行動が み られる。

4.2 高齢者交通 行動の 特 徴

以上の 分析で 見られる高齢者の 特 性 を身体 面、心理面、
認知面、判 断面、行動面か ら表－4に ま と めた 。こ の 結
果は 、一般 に 述べ られて い る高齢者の 特 徴を交通 安全 行
動（交通 危 険行動）を通 し て 裏付け るこ と が で き た と 言
え る。ま た 、高齢者が 交通 行動と い う 複 雑な 状況で 、あ
る見通 し を持つ こ と が 困難で あ るこ と 、交通 を観察す る
こ と をせ ず に 信号を注視す るこ と 、右左折す る車両 を見
落 と す こ と 、反応が 遅い こ と 、操作 が 鈍 い こ と 、赤信号
で の 他者へ の 後追い 行動が よく 見られるこ と な ど 、高齢
者の 交通 事故 に お け る特 徴は 図－2に 示 す 12項 目と し
て 取り扱 う こ と が で き る。図－2を見ると 、交通 ルール
の 違反・無 視が 最も多く 、そ の 次 は 安全 非確認で あ る。
ま た 、過信、操作 能力の 低 下、習慣 化さ れた 行動様式で
交通 事故 に な るの も少な く な い 。さ らに ルール違反や無
視な ど も見られる。特 に 、自転車利 用 者と 歩 行者の ルー
ル違反が 目立っ て い る。

5．交通 安全 行動の 改 善に 資す る指導方法の 提案

こ れま で に 解析し た 事故 発 生メカニズムお よび 高齢者
行動特 徴に 基づ き 、高齢者行動の 改 善に 資す る指導方法
お よび 交通 安全 対策 を提案 し て み る。

5.1 利 用 交通 手 段に 着 目し た 提案

ま ず 、高齢者の 利 用 交通 手 段別 の 行動特 徴に より、交
通 安全 指導の 要点を表－5に ま と めた 。こ れら移動す る
際の 指導方法を徹底す るこ と に より、高齢者の 交通 安全
行動が 改 善さ れる。次 に 、事故 死 亡特 徴に 基づ く 交通 安
全 対策 を表－6に 示 し た よう に い く つ か 提案 し て み る。
自動車と バイク運転者の 事故 特 徴、自転車利 用 お よび

歩 行者の 事故 特 徴が 似 て い るた め、一つ の 枠組 み と し て
提案 し て み る。

表－4 高齢者の 特 性

図－2 高齢者の 利 用 手 段別 行動特 徴
表－5 交通 安全 指導要点

表－6 交通 死 亡事故 特 徴に 基づ く 交通 安全 対策

【自動車・バイクの 場 合】
自動車・バイクを運転す る場 合、事故 の 認識が で き な

か っ た こ と や適当 な 措置 が 取れな か っ た こ と 、特 に 相手
が い な い の に 操作 ミスで 電柱に 衝突し た り、用 水 に 転落
し た りす るこ と に よる死 亡事故 が 多い こ と か ら、ドライ
バーの 認知能力と 運転能力が 必要と さ れて い る。こ の 改
善は 交通 事故 件数 の 減少に 大 い に 期待で き るが 、高齢者
を対象と し た 場 合、運転能力・運転技 術の 習得や身体 能
力の 向上が ど こ ま で 達成で き るか 難し い と こ ろもあ る。
そ こ で 、運転能力・運転技 術に つ い て は 、こ れらの 検査
を行う こ と に よっ て 、高齢者に 自動車の 運転を断念し て
もらう 方向性 も検討 し て い か ね ば な らな い 。運転能力・
運転技 術の 習得が 可能な 人に は 、さ らに 指導員を伴 う 練
習の よう な 手 当 て を行っ て い く と と もに 、運転が 困難な

高齢者の 特 性
身体 面 運動能力が 劣り、転んだ らけ が が 大 きい
心理面 気が せ わしくな りあ せ る。
認知面 感覚器 官が 衰え 、見る、聞 く能力が 低 下す る。
判 断面 過去の 経 験 に 頼 りす ぎ て 誤判 断が 多い 。
行動面 動作 は 鈍 い 。車を操作 ／避 ける能力が 低 下す る。

高齢者の
利 用 手 段

事 故 特 徴 交 通 安 全 対 策

自動車
バイク

・相手 の な い 事故
・運転能力・運転技 術に よる事故

・座る姿 勢を正 す
・運転適性 の 検査
・定期的に 運転練習を行う

自転車
歩 行

・認知不足に よる事故
・判 断誤りに よる事故

・免 許 を持っ て い な い 高齢者と 高齢者ドラ
イバーを一堂に して 交通 安全 講 習を行う
・体 験 型の 検査
・模 擬練習

全 利 用 手 段 ・ルール不遵守に よる事故 ・地 域コミュニティの 協 力や家庭で の 対話
・交通 事故 多発 地 点巡りツアー



人に 対し て は そ れに 対し 、認識をし て もらう こ と が 重要
で あ る。
【自転車・歩 行の 場 合】
歩 行者が 交通 弱 者だ と 主 張 し な が ら、信号の 無 視や安

全 の 非確認を十 分に 行わな い 状況が 見られる。歩 行者、
自転車利 用 者の 方は 自動車、バイクを運転す る高齢者の
よう に 車の 特 性 や道路交通 の 場 で の 危 険性 に 対す る理解
が 深く は な く 、交通 事故 に 遭う 率が 何 倍も違う 。こ の よ
う な 人 に々 自動車の 目線で 見る交通 環境を理解し て もら
う こ と が 重要で あ ると 考え られる。免 許 を持っ て い な い
高齢者と 高齢者ドライバーを一堂に し て 交通 安全 講 習を
行う こ と は 、免 許 非保有者に 自動車運転者と の 意見交流
の 場 を提供し 、お 互い の 目線で 見る交通 環境に つ い て 語
り合い 、相互理解を深めて い く こ と で 潜 在 的な 効果が あ
ると 思われる。

5.2 高齢者の 意識と 行動の 特 徴に 着 目し た 提案

高齢者は 加齢に よる身体 機 能の 低 下に 対す る意識と の
ギャップか ら事故 に 遭う ケースが 多い 。高齢歩 行者が 道
路を横 断す ると き に 、自動車の 接近前 に 横 断で き ると 判
断し 横 断を開始し た 結 果、そ の 途 中 で 自動車と 衝突し た
ケースが 代表と し て あ げ られる。判 断能力は 身体 能力と
深い 関係が あ るが 、自らの 身体 能力を認識す ると と もに 、
接近す る自動車の スピードが ど の 程度か 、接近す る前 に
ど の 程度の 余 裕が あ るの か と い っ た 交通 状況の 把握が 正
確に で き る能力が 必要で あ る。判 断能力も加齢と と もに
衰え て い く た め、決 め細 か な 検査と 自己認識が 求 められ
る。そ の た めの 方法と し て 、体 験 型の 検査に よっ て 高齢
者に 判 断能力を確認し て もらう 方法等 の 導入 が 望ま れる。
人が 判 断を下す 際に は 、無 意識に よるもの 、ルールに

よるもの と 知識に よるもの が あ ると 言 われて い る１１）。ル
ールと 知識に 対し て は 交通 安全 講 習で の 対応が で き ると
思われる。し か し 、無 意識に 正 し い 判 断を下せ るよう な
方法を講 習に 取り上げ られるの は あ ま り見られて い な い 。
今後、様 な々 状況を想定し 、そ れに 相応し い 判 断を無 意
識に で き るよう に 、少人数 単 位 で の 判 断能力訓 練が 望ま
れる。
図－2か らわか るよう に 、交通 ルール・マナーの 遵守

が 最も多く 求 められて い る。交通 ルール・マナーの 遵守
を徹底さ せ るた めに は 、現場 で の 指導や交通 安全 教 育と
い う 手 段をと るこ と に な っ て い るが 、地 域コミュニティ
の 協 力や家庭で の 対話な ど 、身近な 自発 さ せ る指導や教
育が 効果的で あ ろう 。そ の 一つ と し て 参加型の 「交通 事
故 多発 地 点巡りツアー」を提案 し た い 。
さ らに 、高齢者の 特 性 か ら、教 育だ け で は 徹底で き な

い 面が あ り、交通 安全 意識の 浸 透 が 難し い 。高齢者の 自
主 性 を高めて い く た め、説教 式の 交通 教 育より、楽 し く
参加で き るもの が 望ま れる。ゆえ に 、自然 の 風景 を楽 し
み な が ら、交通 安全 問 題を考え て い く 「交通 事故 多発 地
点巡りツアー」が 受け られやす い だ ろう 。
以上の よう に 、高齢者の 交通 安全 行動を改 善す るた め

に い く つ か の 提案 をし た 。そ の 他、合図や身振 り・手 振

りで 自分の 存 在 を相手 に 認識し て もらう な ど 積 極 的に 意
図を相手 に 伝え るこ と も重要で あ ると 思われる。

6．お わりに

本 研究 で は 、地 方都市に お け る高齢者の 交通 死 亡事故
に 着 目し 、交通 ルール、心理、行動と い う 3つ の 方面か
ら事故 と 関わる要因を明らか に し た 。ま た 、高齢者の 特
性 を確認で き 、事故 特 徴と 高齢者行動特 徴を見出し た 。
こ れらの 特 徴に 基づ い て 、高齢者の 交通 安全 行動の 改 善
方法を検討 し 、人的な 安全 対策 を提案 し た 。し か し 、高
齢者が 体 の 衰退や認知の 障害で やり遂げ られな い と こ ろ
が あ ると 考え られる。交通 安全 確保の た めに は 、人、車、
道の 3つ の 側 面か らの 取り組 み が 必要で あ る。そ の た め、
コミュニティバスや電動四輪 車な ど の 代替 手 段の 導入 、
衝動を緩和す る新車開発 な ど の 交通 道具 の 改 善、ランブ
ルストリップス、ハンプの 導入 な ど の 道路の 改 善、歩 車
分離式信号の 導入 な ど の 交通 システムの 改 善な ど 多方面
に わた る工夫 が 期待さ れる。
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